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■ はじめに 

 

加賀市教育委員会では、本市の教育が目指す基本的な理念と目標を明確に
し、その実現に必要な施策を計画的・総合的に実施していくため、平成24

年９月に「加賀市教育振興基本計画」を策定しました。また、平成29年２月
には、市の教育振興に関する指針として「加賀市教育大綱」を策定しました。
更に、平成30年３月には、近年の人口減少や高齢化の進展、ＩｏＴ・ＡＩと
いった技術革新などの大きな社会変化を見据え、「第２期加賀市教育振興基
本計画」を策定しました。 

一方、国においても、平成30年６月に「第３期教育振興基本計画」が閣議
決定されており、超スマート社会・人生100年時代の到来に向けた教育政策
の方針などが示されています。本市といたしましては、こうした教育を取り
巻く社会環境の変化や新たな教育政策に対応した、より良い教育施策の充実
を図っているところです。 

現在、加賀市教育委員会は、教育庶務課、学校指導課、生涯学習課、スポ
ーツ推進課の４課、また、産業振興部所管の文化振興課等、関係部署との協
働体制のもと、次代を担う人材育成に向けて心の教育や学校教育の充実を図
り、家庭・学校・地域社会が一体となった子どもたちの健全育成に努めるた
め、様々な施策を実施しております。 

本報告書は、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第26条第１項の規
定に基づき、令和２年度における加賀市教育委員会の権限に属する事務の管
理及び執行の状況について、「第２期加賀市教育振興基本計画」の体系をも
とに点検及び評価を行い、その報告書として公表するものであります。 

これにより、本市の教育行政の取組みをより多くの皆様に知っていただき、
ご理解、ご協力とともに、ご意見を賜わることにつながれば誠に幸いであり
ます。 

なお、点検及び評価にあたりましては、法第26条第２項の規定に基づいた
学識経験者の知見を、金沢学院大学 文学部 教育学科 米澤 利明 教授から
いただいております。 

 

令和３年９月 

 

 

加賀市教育委員会 
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第２次加賀市総合計画 基本構想における教育施策の位置づけ 
  平成28年12月に策定した第2次加賀市総合計画 基本構想では、教育施策を次

のように位置づけている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

加賀市教育大綱で掲げる「基本方針」 

 平成29年2月に策定した加賀市教育大綱では、次の基本方針を掲げている。 

【基本方針１】 確かな学力を身につけ、生きる力を育む学校教育の充実 

【基本方針２】 家庭教育への支援と社会全体で取り組む教育力の向上 

【基本方針３】 人生を豊かにする生涯を通じた学びの推進 

【基本方針４】 健全な心と健やかな身体を培うスポーツの推進 

【基本方針５】 地域の魅力を高める文化の振興と文化財の保護・活用 

第２次加賀市総合計画 基本構想 

▸ 家庭教育支援の充実と環境の構築 

▸ 魅力ある学校教育内容の充実 

▸ 時代に即した、安全・安心の学習環境づくり 

▸ スポーツ活動の振興 

▸ 生涯学習の振興 

▸ 良好な歴的景観の保全（重要伝統的建造物群保存地区、藩政時代がし
のばれる大聖寺のまちなみ等） 

▸ （歴史・文化を積極的に活用した）戦略的な観光振興策の推進 

▸ 伝統文化の継承・文化活動の充実 

 

 

将来都市像 分野別施策の体系 
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■ 教育委員会施策等の実施概要 

 

  令和２年度の加賀市教育委員会施策の実施概要は次のとおりです。  

 

「新しい時代を生き抜く力をはぐくむ学校教育の実現」に関することでは、学力

向上対策としては、各校で「学力向上１校１プラン」を作成し、各校の課題に合っ

た取り組みを行いました。 

プログラミングの体験を通した学習の推進としては、「コンピュータクラブハウ

ス加賀」において、子どもたちの専門性をより深められるように開催場所や設備を

拡充するため、クラウドファンディングを活用してリニューアルオープンをし、家

庭、学校外においても、「いつでも」、「安全に」、「テクノロジーに触れられる」コ

ミュニティーを確立し、運営することで発展的な学習の支援を実施しました。 

 きめ細かな指導の取り組みとしては、１学級の児童数が 35 人以上となった学校

に対して、非常勤講師を配置し、きめ細かな指導を行いました。 

 教職員研修の充実としては、市の実態及び教員のニーズに対応した講師を選定し

ながら、校長研修会、教頭研修会、教務主任研修会、学校司書研修会を開催し、質

の向上を図りました。また、初任者を対象とした「地域理解講座」を開催しました。 

 

「学びを支える安全・安心で魅力ある学校環境の実現」に関することでは、学校

施設整備としては、動橋小学校の屋外運動場の整備や錦城中学校の講堂照明のＬＥ

Ｄ化を進め、新型コロナウイルス感染症対策として、全小中学校の手洗い蛇口を自

動化やレバー式に交換しました。 

教育環境整備としては、国の「ＧＩＧＡスクール構想」を他の自治体に先駆けて

実践し、小中学校における高速大容量化の通信ネットワーク環境の整備及び児童生

徒一人一台ＰＣ端末を整備しました。 

学校保健の充実としては、新型コロナウイルス感染症対策として、各小中学校に

手指消毒用アルコールや飛沫感染防止つい立等の消耗品の配布、また、サーモグラ

フィー等の備品を配備しました。 

 

「学校・家庭・地域が連携・協力し、社会全体で取り組む教育力の向上」に関す

ることでは、「加賀市家庭教育支援推進計画」に基づき、地域で家庭教育の支援活

動ができる人材養成及び資質向上のため「家庭教育支援者養成講座」を実施しまし

た。 
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「共に学び触れ合う生涯学習の充実」に関することでは、市内中学校を対象に、

平成 30 年度より実施しているキャリア教育として、数々のドラマ脚本やＮＨＫ連

続テレビ小説の脚本を手掛けた加賀高等学校卒業生の嶋田うれ葉氏による講演会

を実施しました。 

 

「健康で活力あふれた人づくりを目指す生涯スポーツの推進」に関することでは、

スポーツ施設の整備としては、スポーツセンターにおける利用者の利便性向上と災

害時における避難者の生活環境向上を図るため、冷暖房設備を整備しました。また、

山中球場において、駐車場不足の解消を図るため、駐車場を整備しました。 

なお、加賀温泉郷マラソン２０２０及び加賀温泉郷寛平ナイトマラソン２０２０

については、新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から中止としました。 

 

「地域の文化を高める文化振興事業」に関することでは、北前船日本遺産推進事

業として、日本財団主催の「海と日本プロジェクト」事業に参加し、「海の学校 in

加賀橋立」を開催し、橋立小学校５年生が北前船の歴史・文化を学ぶとともに、ふ

るさと納税の返礼品の企画に携わり、また、「加賀市 LivingHistory 事業」（生きた

歴史体感プログラム）として、加賀橋立北前船歴史オンラインツアーを実施し、再

現料理などの情報発信を行いました。 

 

「未来に伝える文化財の保護」に関することでは、平成 28 年度から準備を進め

てきた加賀海岸の重要文化的景観選定に向けて、検討委員会を開催し、保存活用計

画の策定を行い、令和３年３月２６日に重要文化的景観に選定されました。 

重要伝統的建造物群保存地区である加賀橋立・加賀東谷では、建造物の保存修理、

保全啓発等を行い、景観維持と地域の活性化を図りました。 

さらには、市所有の市指定有形文化財「旧新家家住宅」の主屋や付属設備等を保

存修理するとともに、補助事業として重要文化財「江沼神社長流亭」や県指定有形

文化財「無限庵御殿」ほか、国指定文化財１件及び市指定文化財５件の保護事業等

を実施しました。 
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■ 令和２年度 科目別決算（歳出）
10款　教育費 （単位：千円、％） △は減を示す

当初
予算額

補正
予算額

前年度
繰越額

流用
増減額

予算現額
(E)

支出額 翌年度
繰越額

不用額
(H)

執行率
(I)

(A) (B) (C) (D) (A)+(B)+(C)+(D) (F) (G) (E)-(F)+(G) ｛(F)+(G)｝/(E)

10.1.1 教育委員会費 2,785 2,785 2,746 39 98.6

10.1.2 事務局費 184,349 △ 11,817 162 172,694 166,358 6,336 96.3

10.2.1 学校管理費(小学校) 245,699 2,047 247,746 243,910 3,836 98.5

10.2.3 学校建設費(小学校) 205,947 26,546 80,772 313,265 293,767 8,546 10,952 96.5

10.3.1 学校管理費(中学校) 112,853 960 113,813 104,630 9,183 91.9

10.3.3 学校建設費(中学校) 69,964 26,001 95,965 57,341 35,555 3,069 96.8

13.2.19
学校施設整備基
金費 5 5 1 4 20.0

13.2.24 教育振興基金費 10 0 10 3 7 30.0

10.1.2 事務局費 21,417 65,877 87,294 46,378 40,916 53.1

10.1.3 教育指導費 113,527 △ 11,460 102,067 90,550 11,517 88.7

10.2.2 教育振興費(小学校) 212,443 40,153 171,245 423,841 357,965 65,876 84.5

10.3.2 教育振興費(中学校) 106,949 43,741 65,841 216,531 185,698 30,833 85.8

10.6.1 学校保健費 21,136 38,868 60,004 36,889 22,000 1,115 98.1

10.6.2 学校給食費 373,396 2,505 375,901 374,572 1,329 99.6

10.6.3 学校体育振興費 15,125 △ 5,708 9,417 5,162 4,255 54.8

13.2.8
三森良二郎奨学
基金費 100 100 28 72 28.0

13.2.9 奨学基金費 10 10 1 9 10.0

13.2.20
本川弘一科学奨
励基金費 5 5 1 4 20.0

10.5.1 生涯学習総務費 188,469 1,083 △ 162189,390 184,701 4,689 97.5

10.5.2 生涯学習振興費 33,999 △ 8,675 25,324 23,576 1,748 93.1

10.5.3 教育文化施設費 63,882 9,501 73,383 69,710 3,673 95.0

10.5.5 青少年対策費 2,714 △ 1,546 1,168 1,107 61 94.8

10.6.4 社会体育総務費 1,642 1,642 1,346 296 82.0

10.6.5 社会体育振興費 71,801 △ 51,830 19,971 15,549 4,422 77.9

10.6.6 体育施設費 236,985 181,042 114,610 532,637 523,465 9,172 98.3

10.5.1 生涯学習総務費 81,080 △ 9,847 71,233 71,104 129 99.8

10.5.2 生涯学習振興費 7,345 7,345 4,198 3,147 57.2

10.5.3 教育文化施設費 261,272 20,391 79,320 360,983 317,504 32,572 10,907 97.0

10.5.4 文化財保護費 102,279 61,000 56,199 219,478 154,590 60,995 3,893 98.2

振興課 10.5.3 教育文化施設費 14,380 363 14,743 13,036 1,707 88.4

子育て支援課 10.4.1 幼稚園費 1,949 1,949 564 1,385 28.9

2,753,517 419,195 567,987 0 3,740,699 3,346,450 159,668 234,581 93.7合　　　計

学校指導課

所属名 款項目 科目名

教育庶務課

生涯学習課

スポーツ課

文化振興課
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令和２年度 加賀市の教育に関する事務の管理及び執行状況の点検及び評価について 

 

本報告書は、平成 30 年３月策定の「第 2 期加賀市教育振興基本計画」に基づく基本理

念「地域に学び未来への創造力を育む人づくり」を実現するために定められた７項目の基本

目標に関して、令和 2 年度の加賀市教育委員会の施策の全容及び成果と課題等が体系的に

把握できるように提示されている極めて透明性の高い優れた報告書である、と高く評価で

きる。 

全体の構成をみると、冒頭に７項目それぞれの基本目標の達成に向けて、基本的な施策を

展開するための具体的事業が提示され、それをもとに令和 2 年度に実施した施策等の概要

が 7 項目に沿って簡潔に説明されている。これにより令和 2 年度の 1 年間でどのような事

業がどのように進展したのかについて具体的にわかるようになっている。さらに令和 2 年

度の科目別決算（歳出）が提示され、これにより、当該年度の決算について全体の動きにつ

いて確認することができるようになっている。続いて、基本目標別の１つ１つの事業ごとに、

どのように施策を展開するのか、これまでの施策の経緯とその内容、さらに事業費、数値目

標が明確に示され、それをもとに成果と課題への今後の取り組みが簡潔にまとめられてい

て「継続」「廃止」の根拠がしっかり示されている。以上のことから、令和２年度において、

加賀市の教育に関する事務の管理及び執行状況の点検及び評価が適切になされていると評

価できる。 

それでは、次に基本目標７項目についてそれぞれ点検評価報告内容をふまえて総括的に

論評する。 

まず、第１の基本目標「新しい時代を生き抜く力をはぐくむ学校教育の実現」及び第２の

基本目標「学びを支える安全・安心で魅力ある学校環境の実現」に関してはいえば、近い将

来に我が国も超スマート社会といわれる Society5.0 への移行が予想され、学校教育につい

ても Society5.0 という新しい時代に対応した取り組みが期待されているが、加賀市にあっ

てはこれまでも「教育総合支援センター」を創設して小中学校の英語教育の推進や教育の

ICT 化への積極的対応を進めるなど、新たな学びへの転換に向けての様々な支援体制を着

実に整備してきたことは極めて効果的な施策であると評価できる。さらに、令和 2 年度は、

リニューアルオープンした「コンピュータクラブハウス加賀」等を活用して子どもたちの専

門性をより高める新たなプログラミング教育を進め、併せて他の自治体に先駆けて、小中学

校における高速大容量化の通信ネットワーク環境の整備と児童生徒一人一台のＰＣ端末を

整備したこと等は、今後の GIGA スクール構想に基づいた「個別最適な学び」と「協働的

な学び」の実現に向けて大いに期待したい。 

また、きめ細かな指導をより効果的にする 35 人学級への非常勤講師の配置、「学力向上 1

校１プラン」の実施、さらには学校外での学力向上公営塾の開催など、子ども一人ひとりの

学力を確実に形成できるようにするための施策については、これからも成果と課題を丁寧
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に分析し、課題にしっかり対応してさらによい成果が出ることを期待したい。 

もう一つ、国際教育交流については、令和 2 年度は、新型コロナウイルス感染症の拡大防

止の観点から中止となったが、やはり他国の子どもたちとの交流は大変重要なことである。

今後のコロナ禍の状況にもよるが、やがてコロナ禍を乗り越えて新たな交流がさらに発展

していくことを期待したい。 

 第 3 の基本目標「学校・家庭・地域が連携・協力し、社会全体で取り組む教育力の向上」 

及び第４の基本目標「共に学び触れ合う生涯学習の充実」については、新型コロナウイルス

感染拡大防止のために、各種講座や会合の開催、ふれあい活動等で大きな制約を受けた。こ

うした中でも「家庭教育支援者養成講座」や加賀高等学校卒業生の嶋田うれ葉氏による講演

会など多くの施策を努力・工夫して実施したことを評価し、今後もさらなる充実につながる

支援を期待したい。 

第５の基本目標 「健康で活力あふれた人づくりを目指す生涯スポーツの推進」について

は、人流の抑制や三密の回避等といった新型コロナウイルスの感染拡大防止対策のために

加賀温泉郷マラソン 2020、加賀温泉郷寛平ナイトマラソン 2020 など地域のスポーツ的行

事や育成啓発活動等の多くがいずれも中止や縮小などの変更をせざるを得なかった状況が

あった一方で、スポーツセンターの冷暖房設備の整備や山中球場の駐車場整備などの設備

整備は着実に執行できた。各施設の整備によりさらに生涯スポーツの推進につながること

を期待したい。 

また、第６の基本目標「地域の文化を高める文化振興事業」、第７の基本目標「未来に伝 

える文化財の保護」については、九谷焼、山中漆器、北前船はじめ豊かな文化財の継承発展

への支援は加賀市ならではの重要なものである。「加賀市歴史文化基本構想」等をさらに推

進するなかで、今後についても継続的に豊かな文化財と学校の学びを融合させ、児童生徒に

よる地域活性のための課題解決学習につなげていく支援などを期待したい。 

最後に、総括として。令和 2 年度は、新型コロナウィルス感染拡大の危機により、多くの

影響を受け、小中学校の教育活動だけでなく、地域のすべてのスポーツ的行事、文化的行事

等も予期せぬ大きな制約を受けた。こうした苦難な中で、本報告書に提示されているように、

じつに見事に施策の管理、執行、点検、評価を行っていることに大きな賛辞と敬意を表した

い。 

 

                        金沢学院大学 教授  米澤 利明  
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事業費　単位：千円

基本目標　　１　新しい時代を生き抜く力をはぐくむ学校教育の実現

基本方針　　１－（１）　確かな学力を身に付け、課題に対して自ら学び、考え、主体的に判断し協働的に
　　　　　　　　　　　　　　解決する力を育成する

R2事業費 担当課 評　価 頁

① 新学習指導要領に沿った指導計画と実践・評価 - 学校指導課 継　続 15

② 学力向上対策 - 学校指導課 継　続 16

③ 授業改善に向けた取り組み 0 学校指導課 継　続 17

④ 教育総合支援センターでの先進的研究 209 学校指導課 継　続 18

⑤ 読書活動の推進 51 学校指導課 継　続 19

⑥ 家庭学習の量と質の向上 - 学校指導課 継　続 20

⑦ プログラミングの体験を通した学習の推進

 1. プログラミング教育の推進 19,342 学校指導課 継　続 21

 2. すべての子どもたちがプログラミングを学べる環境づくりの推進14,851 生涯学習課 継　続 22

⑧ 英語教育の推進 - 学校指導課 継　続 23

⑨ 理科教育の推進 261 学校指導課 継　続 24

⑩ 国際教育交流の推進 0 学校指導課 継　続 25

⑪ 学力向上公営塾の開催 1,355 学校指導課 継　続 26

⑫ きめ細かな指導の取り組み 12,388 学校指導課 継　続 27

⑬  ＳＴＥＡＭ教育の推進 3,423 学校指導課 継　続 28

基本方針　　１－（２）　豊かな心を育み、健やかな身体と体力の増進に努める
R2事業費 担当課 評　価 頁

① 道徳教育の充実 0 学校指導課 継　続 29

② 生徒指導の充実 45 学校指導課 継　続 30

③ キャリア教育の取り組み 265 学校指導課 継　続 31

④ 宿泊体験学習 32 学校指導課 継　続 32

⑤ 健康な体と体力づくり - 学校指導課 継　続 33

⑥ 特別支援教育の充実 62,067 学校指導課 継　続 34

⑦ 幼保・小・中・高の連携 - 学校指導課 継　続 35

基本方針　　１－（３）　学校組織マネジメントの推進と教職員の資質向上に努める
R2事業費 担当課 評　価 頁

① 学校評価・保護者アンケートの活用 - 学校指導課 継　続 36

② 学校組織の機能化 - 学校指導課 継　続 37

③ 教職員研修の充実 0 学校指導課 継　続 38

④ 教職員人事評価制度の活用 - 学校指導課 継　続 39

基本方針　　１－（４）　ふるさと加賀市の伝統・文化に親しみ、郷土を愛する心を育成する
R2事業費 担当課 評　価 頁

① 郷土の伝統・文化施設を利用した学習の推進

 1. 郷土の自然や文化、歴史を学ぶ機会の充実 695 学校指導課 継　続 40

 2. 家庭・学校・地域が連携したふるさと学習の推進 124 生涯学習課 継　続 41

② 郷土の伝統文化に親しむ活動 86 学校指導課 継　続 42

③ 地域との連携、地域行事への積極的な参加 - 学校指導課 継　続 43

④ 地域教材の発掘 - 学校指導課 継　続 44

■基本目標別施策の点検評価一覧

施　　　策

施　　　策

施　　　策

施　　　策

- 8-



基本目標　　２　学びを支える安全・安心で魅力ある学校環境の実現

基本方針　　２－（１）　安全・安心な学校施設整備
R2事業費 担当課 評　価 頁

① 校舎等の耐震補強の推進 - 教育庶務課 縮　小 45

② 学校施設の防災機能強化の推進 21,550 教育庶務課 継　続 46

③ 普通教室等の冷房化と空調機械等の設備更新の実施 171,824 教育庶務課 継  続 47

④ 太陽光発電設備や雨水利用などの環境対策の推進 30,692 教育庶務課 継　続 48

⑤ 学校施設の適正な維持管理 57,875 教育庶務課 継　続 49

⑥ トイレの洋式化の推進 0 教育庶務課 継　続 50

⑦ 通学路の安全確保 - 学校指導課 継　続 51

⑧ 学校防災マニュアルの策定 - 学校指導課 継　続 52

基本方針　　２－（２）　社会的変化に対応した教育環境の整備
R2事業費 担当課 評　価 頁

① 小中学校の規模の適正化 - 学校指導課 継  続 53

② バリアフリー化の推進 - 教育庶務課 継　続 54

③ タブレット等、ＩＣＴ機器の整備 326,355 学校指導課 継　続 55

基本方針　　２－（３）　安心して学べる奨学金制度の充実
R2事業費 担当課 評　価 頁

① 「加賀市三森良二郎奨学金」の継続 39,840 学校指導課 拡　充 56

② 「加賀市奨学金」の継続 1,224 学校指導課 廃　止 57

③ 「加賀市育英資金」の継続 5,053 学校指導課 継　続 58

基本方針　　２－（４）　安全でおいしい給食の提供
R2事業費 担当課 評　価 頁

① 学校給食の充実 - 学校指導課 継　続 59

② 食に関する指導 - 学校指導課 継　続 60

③ 地場産物の活用 - 学校指導課 継　続 61

④ 学校給食提供体制の検討 - 学校指導課 継　続 62

基本方針　　２－（５）　学校保健の充実
R2事業費 担当課 評　価 頁

① 学校における保健管理備品の充実 8,144 学校指導課 継　続 63

② 児童、生徒及び教職員の健康管理 14,782 学校指導課 継　続 64

③ 児童、生徒のけが等の補償 4,359 学校指導課 継　続 65

施　　　策

施　　　策

施　　　策

施　　　策

施　　　策

- 9-



基本目標　　３　学校・家庭・地域が連携・協力し、社会全体で取り組む教育力の向上

基本方針　　３－（１）　学校から家庭、地域への働きかけ
R2事業費 担当課 評　価 頁

① 学校の教育活動の家庭、地域への発信 - 学校指導課 継　続 66

② 授業参観、学校開放、学校行事への参加 - 学校指導課 継　続 67

③ 学校と連携した家庭教育の啓発 - 学校指導課 継　続 68

基本方針　　３－（２）　地域で子どもを見守る活動
R2事業費 担当課 評　価 頁

① 各校区の学校安全ボランティア団体との連携による登下校指導 102 学校指導課 継　続 69

② 地域安全パトロール活動への支援 266 学校指導課 継　続 70

③ 放課後子ども教室の開設 2,931 生涯学習課 継　続 71

基本方針　　３－（３）　学校と地域で子どもを育て、地域での結びつきを育成する活動
R2事業費 担当課 評　価 頁

① 学校と公民館、その他関係機関との連携 0 生涯学習課 継　続 72

② 地域の伝統行事や地域活動への参加指導 - 生涯学習課 継　続 73

基本方針　　３－（４）　家庭教育の推進
R2事業費 担当課 評　価 頁

① 子どもの発達段階に応じた学びの機会の充実 945 生涯学習課 継　続 74

② 親となるために必要な学びの機会の充実 0 生涯学習課 継　続 75

③ 家庭教育への支援を行う人材の養成 55 生涯学習課 継　続 76

施　　　策

施　　　策

施　　　策

施　　　策
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基本目標　　４　共に学び触れ合う生涯学習の充実

基本方針　　４－（１）　自主的な学習の推進
R2事業費 担当課 評　価 頁

① 「かもまる講座」の充実（市職員出前講座） 31 生涯学習課 継　続 77

② 「市民文化講演会」の充実 1,060 生涯学習課 継　続 78

③ 「かがやき市民大学校」の充実 0 生涯学習課 継　続 79

基本方針　　４－（２）　公民館活動の推進
R2事業費 担当課 評　価 頁

① 地域住民の学習ニーズに応じた学習機会の提供 - 生涯学習課 継　続 80

② 地域住民の学習成果の発表・交流の場の充実 - 生涯学習課 継　続 81

③ 公民館職員の研修の充実 0 生涯学習課 継　続 82

④ 地域リーダー等人材の育成 - 生涯学習課 継　続 83

基本方針　　４－（３）　自然や文化を活用した体験活動の充実
R2事業費 担当課 評　価 頁

① 自然体験活動指導者の育成 - 生涯学習課 継　続 84

② 活動拠点施設の充実 - 生涯学習課 継　続 85

基本方針　　４－（４）　各種生涯学習団体の育成と連携強化
R2事業費 担当課 評　価 頁

① 生涯学習活動への支援 1,665 生涯学習課 継　続 86

② 情報の共有化とネットワークづくり - 生涯学習課 継　続 87

基本方針　　４－（５）　図書館機能の充実及び適正管理
R2事業費 担当課 評　価 頁

① 市民ニーズに即した蔵書の充実 18,203 図書館 継　続 88

② レファレンス（相談機能）の充実 2,290 図書館 継　続 89

③ 近隣自治体図書館との連携強化及び自動車文庫、地区巡回サービスの充実 4,222 図書館 継　続 90

④ 読書活動推進事業の充実 142 図書館 継　続 91

⑤ 施設設備、機能の充実 2,652 図書館 継　続 92

基本方針　　４－（６）　セミナーハウスあいりす及び加賀市文化会館の適正管理と有効活用
R2事業費 担当課 評　価 頁

① セミナーハウスあいりす及び加賀市文化会館の適正管理と有効活用

 1. セミナーハウスあいりすの適正管理と施設設備の充実 25,710 生涯学習課 継　続 93

 2. 加賀市文化会館の適正管理と施設整備の充実 63,982 文化振興課 継　続 94

② 類似施設との統廃合の検討 - 文化振興課 継　続 95

基本方針　　４－（７）　心の教育の推進
R2事業費 担当課 評　価 頁

① 心の教育推進母体の設置 107 生涯学習課 縮　小 96

② グッドマナーキャンペーンの実施 - 生涯学習課 継　続 97

③ 青少年健全育成団体との連携 0 生涯学習課 継　続 98

基本方針　　４－（８）　自然科学と芸術に関する研究教育
R2事業費 担当課 評　価 頁

① 「かがく宇かんプロジェクト」の実施 4,488 教育庶務課 継　続 99

施　　　策

施　　　策

施　　　策

施　　　策

施　　　策

施　　　策

施　　　策

施　　　策
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基本目標　　５　健康で活力あふれた人づくりを目指す生涯スポーツの推進

基本方針　　５－（１）　スポーツイベントの推進
R2事業費 担当課 評　価 頁

① マラソン大会の充実 5,498 スポーツ推進課 継　続 100

② 市民体育大会の充実 1,256 スポーツ推進課 継　続 101

③ レクリエーションスポーツ大会の充実 31 スポーツ推進課 継　続 102

④ 市民山登りの充実 - スポーツ推進課 継　続 103

⑤ ホストタウン登録とスポーツ交流 0 スポーツ推進課 継　続 104

基本方針　　５－（２）　スポーツ団体の育成支援及び競技スポーツの振興
R2事業費 担当課 評　価 頁

① 各種団体との連携と指導者の育成 331 スポーツ推進課 継　続 105

② スポーツの啓発活動と情報提供の充実 0 スポーツ推進課 継　続 106

③ 総合型地域スポーツクラブ等への支援 - スポーツ推進課 継　続 107

④ 講習会・研修会の充実 211 スポーツ推進課 継　続 108

⑤ 競技スポーツの振興 5,648 スポーツ推進課 継　続 109

基本方針　　５－（３）　スポーツ施設の活用と整備
R2事業費 担当課 評　価 頁

① スポーツ施設の整備計画 237,477 スポーツ推進課 継　続 110

② 施設の有効活用の推進

 1. 加賀体育館の有効活用の推進 17,781 スポーツ推進課 継　続 111

 2. 水泳プールの有効活用の推進 30,247 スポーツ推進課 継　続 112

 3. 野球場の有効活用の推進 5,338 スポーツ推進課 継　続 113

 4. 陸上競技場の有効活用の推進 236,447 スポーツ推進課 継　続 114

 5. 夜間照明施設の有効活用の推進 1,213 スポーツ推進課 継　続 115

 6. スポーツセンターの有効活用の推進 31,298 スポーツ推進課 継　続 116

 7. 武道館の有効活用の推進 4,005 スポーツ推進課 継　続 117

 8. 中央公園体育館の有効活用の推進 - スポーツ推進課 廃　止 118

 9. 山中健民体育館の有効活用の推進 14,307 スポーツ推進課 継　続 119

10. 山中武道館の有効活用の推進 1,746 スポーツ推進課 継　続 120

11. 山中弓道場の有効活用の推進 1,366 スポーツ推進課 継　続 121

12. 山中球場の有効活用の推進 9,811 スポーツ推進課 継　続 122

13. 橋立自然公園運動広場の有効活用の推進 4,108 スポーツ推進課 継　続 123

14. 黒崎多目的広場の有効活用の推進 2,362 スポーツ推進課 継　続 124

15. その他の体育施設の有効活用の推進 20,368 スポーツ推進課 継　続 125

③ 学校体育施設の有効活用 - スポーツ推進課 継　続 126

施　　　策

施　　　策

施　　　策
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基本目標　　６　地域の文化を高める文化振興事業

基本方針　　６－（１）　市民の文化活動の促進と支援
R2事業費 担当課 評　価 頁

① 各展観施設解説ボランティアの養成と活用 133 文化振興課 継　続 127

② （仮称）「加賀市文化協会」の設立 - 文化振興課 継　続 128

③ 美術鑑賞・歴史資料見学の実施 - 学校指導課 継　続 129

基本方針　　６－（２）　文化体験プログラムの充実
R2事業費 担当課 評　価 頁

① 九谷焼体験等の事業の充実 14,876 文化振興課 継　続 130

② 科学体験事業の推進 24,663 文化振興課 継　続 131

③ 参加型事業の拡大 299 文化振興課 継　続 132

基本方針　　６－（３）　加賀市ゆかりの人物紹介と関連するイベント等全国発信事業の推進
R2事業費 担当課 評　価 頁

① 中谷宇吉郎にちなむ情報発信事業 23,341 文化振興課 継　続 133

② 山中温泉芭蕉祭の開催 0 生涯学習課 継　続 134

③ 深田久弥にちなむ情報発信事業 7,661 文化振興課 継　続 135

④ 北大路魯山人にちなむ情報発信事業 14,343 文化振興課 継　続 136

⑤ 加賀市ゆかりの人物紹介と発信 62,321 文化振興課 継　続 137

基本方針　　６－（４）　歴史文化基本構想と民俗調査等成果の活用
R2事業費 担当課 評　価 頁

① データベースの作成と活用 8 文化振興課 継　続 138

② 地域学習への展開と市民講座等による普及啓発 - 文化振興課 継　続 139

③ 歴史文化資産を活かしたまちづくり施策の推進 299 文化振興課 継　続 140

④ 地域活動支援の充実 0 文化振興課 継　続 141

⑤ 加賀市らしさを継承する担い手の育成 18,251 文化振興課 継　続 142

基本方針　　６－（５）　各種展観施設の充実と情報発信
R2事業費 担当課 評　価 頁

① 展観施設としての情報発信・事業の開催

 1. 九谷焼美術館としての情報発信・事業の開催 42,248 文化振興課 継　続 143

 2. 北前船の里資料館としての情報発信・事業の開催 91,395 文化振興課 継　続 144

 3. 中谷宇吉郎雪の科学館としての情報発信・事業の開催 24,663 文化振興課 継　続 145

 4. 九谷焼窯跡展示館としての情報発信・事業の開催 14,605 文化振興課 継　続 146

 5. 加賀市美術館としての情報発信・事業の開催 24,947 文化振興課 継　続 147

 6. 魯山人寓居跡いろは草庵としての情報発信・事業の開催 14,343 文化振興課 継　続 148

 7. 深田久弥山の文化館としての情報発信・事業の開催 7,632 文化振興課 継　続 149

② 外部団体の連携による情報発信 - 文化振興課 継　続 150

施　　　策

施　　　策

施　　　策

施　　　策

施　　　策
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基本目標　　７　未来に伝える文化財の保護

基本方針　　７－（１）　九谷磁器窯跡や大聖寺十万石城下町などの史跡再生と保存活用の推進
R2事業費 担当課 評　価 頁

① 九谷磁器窯跡の調査と整備 171 文化振興課 継　続 151

② 大聖寺十万石城下町史蹟再生事業の推進 413 文化振興課 継　続 152

基本方針　　７－（２）　橋立・東谷地区伝統的建造物群保存地区保存整備事業
R2事業費 担当課 評　価 頁

① 保存地区の適正な維持管理 58,560 文化振興課 継　続 153

② 保存地区の活用、地域の活性化 - 文化振興課 継　続 154

③ 地域コミュニティーの継承 - 文化振興課 継　続 155

基本方針　　７－（３）　文化財の適正な保護
R2事業費 担当課 評　価 頁

① 指定文化財の保護 18,251 文化振興課 継　続 156

② 考古・歴史・民俗資料の保護 2,981 文化振興課 継　続 157

③ 新たな文化財の指定「おくのほそ道の景勝地」 493 文化振興課 継　続 158

基本方針　　７－（４）　「遺産」としての自然・文化の保護
R2事業費 担当課 評　価 頁

① 加賀海岸の自然・文化の活用 574 文化振興課 継　続 159

② 「北前船」の文化の保存と活用 964 文化振興課 継　続 160

施　　　策

施　　　策

施　　　策

施　　　策
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基本目標

基本方針

施策名
（事業名）

基本計画にお
ける「施策の
展開」

担　当　課

これまでの
施策の経過

令和２年度
施策の内容

H30 千円

R元 千円

R2 千円

成果と課題へ
の取組み

評　　価

１　新しい時代を生き抜く力をはぐぐむ学校教育の実現

１－(1)確かな学力を身に付け、課題に対して自ら学び、考え、主体的に判断し協働的に解決する力を育成する

①　新学習指導要領に沿った指導計画と実践・評価

・小中学校における年間カリキュラムと各教科の評価規準を作成し、各学校は市作成
資料をもとに、創意工夫を生かした計画を立てていきます。
・児童生徒の資質・能力を育むために、指導と評価の一体化を図る中で、指導方法、
評価方法の工夫・改善が行われるよう研修会を開催していきます。

教育委員会事務局　学校指導課

　市教育委員会作成の年間指導計画を学校に示した。それを基に学校が作成した学校
独自の年間指導計画及び学習評価を確認し、指導助言を行っている。

－ 小中１００％ 小中１００％

　各学校の年間指導計画を全て確認し、学習指導要領に沿った指導が行われているか
どうかを確認した。
　学校訪問においては評価規準に沿った適正な評価が行われているかどうかを確認
し、指導助言を行った。
　新学習指導要領全面実施に伴い、新たに中学校年間指導計画を作成し、校長会で必
要事項、留意事項を伝えた。

事　業　費
予算科目

・
細目名

-

-

-

小中１００％

　令和３年度に新中学校学習指導要領の全面実施のため、年間指導計画作成委員会を
開催し、新学習指導要領に則した年間指導計画を作成し、各中学校に示した。
　「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する研修会を設定し、「目標－指導
－評価」の一体化が図られた授業実践ができるように周知した。
　学校訪問で「目標－指導－評価」の一体化が図られた授業を積み重ねて、各教科等
における資質・能力が育成されるように指導助言を行っていく。

継　続

数値目標
項　　　目 平成23年度実績

（第1期計画策定時）
平成29年度末実績
（第2期計画1年目）

令和2年度末実績
（現在値）

令和3年度目標
（第2期計画目標値）

学校独自の年間指導計画の作成
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基本目標

基本方針

施策名
（事業名）

基本計画にお
ける「施策の
展開」

担　当　課

これまでの
施策の経過

令和２年度
施策の内容

H30 千円

R元 千円

R2 千円

成果と課題へ
の取組み

評　　価

小：80％
中：60％

　令和２年度は全国学力・学習状況調査が実施されなかったため、数値として学力が
どの程度向上したか検証できなかった。しかし、学力調査において県平均を上回る学
校の割合が増えるように、学校訪問を通じて、学力向上担当に指導助言を行った。
　これまでの取組みにより、「加賀市学力向上に関する重点項目」が定着し、一定の
成果が見られるが、依然として学校間の差が大きいため、学力向上１校１プランや学
力向上ロードマップを効果的に活用し、学校全体で組織的に学力向上策に取り組める
ようにする。

継　続

数値目標
項　　　目 平成23年度実績

（第1期計画策定時）
平成29年度末実績
（第2期計画1年目）

令和2年度末実績
（現在値）

令和3年度目標
（第2期計画目標値）

県平均正答率を上回った学校の割合 － 小：55％
中：30％ －

　各校で「学力向上１校１プラン」を作成し、学力向上にむけて各校の課題に合った
取り組みを徹底して行い、学力調査問題等を使って確実に検証し成果につなげられる
ようにした。
　教務主任等研修会や市主催の研究会において、学力向上のための取り組みについて
実践発表する場を持った。
　市教育委員会作成の授業構想シートを各校で活用することにより、目標やゴールの
姿を的確に捉えた単元（本時）の授業づくりを行えるようにした。
　一人１台のPCを用いて、児童生徒が個別学習ができ、基本的な知識を習熟度に合わ
せてできるようにした。

事　業　費
予算科目
・

細目名

-

-

-

１　新しい時代を生き抜く力をはぐぐむ学校教育の実現

１－(1)確かな学力を身に付け、課題に対して自ら学び、考え、主体的に判断し協働的に解決する力を育成する

②  学力向上対策

・県が策定した、学力向上の中長期的指針となる「いしかわ学びの指針12か条（学びの12
か条＋(プラス)）」を基に、各学校で重点項目を定め、年間を通して取り組んでいきま
す。
・学力向上ロードマップを策定し、学力・指導力向上に向けた指導体制の確立を推進しま
す。
・「全国学力・学習状況調査」及び「石川県基礎学力調査」の結果を分析し、児童生徒ア
ンケートの結果から見えてくることを含めて指導改善に生かせるように各学校に情報提供
していきます。また、広く市民に知らせるために、市ホームページにも掲載します。

教育委員会事務局　学校指導課

　学校経営方針及び学校研究の中に、「いしかわ学びの指針12か条(学びの12か条＋
(プラス))」を位置付け、焦点化して取り組むよう各学校に指導している。
　学力調査の結果分析を行い、市としての傾向を学校へ伝えてきた。
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基本目標

基本方針

施策名
（事業名）

基本計画にお
ける「施策の
展開」

担　当　課

これまでの
施策の経過

令和２年度
施策の内容

10 1 3 2 1 H30 千円

R元 千円

R2 千円

成果と課題へ
の取組み

評　　価

小：80％
中：60％

　「わかる授業の創造」に向け、授業構想シートの活用により、目標やゴールの姿を的確
に捉えた単元（本時）の授業づくりへの学校の意識が高まった。
「学力向上１校１プラン」については、自校の課題に合った取組みを全教員で徹底して行
い、成果につなげている学校もあれば、取組みの徹底が不十分であったり、取組みの検証
が曖昧になった学校は成果に結び付かなかった。また、成果のあった学校では、管理職の
学力向上に対する意識が高く、自校の課題に合った取組みを明確に打ち出していた。
　育成を目指す資質・能力を明確に捉えた単元・本時の授業づくりの徹底を図ることが求
められる。今後は授業構想シートの有効活用で、確実に児童生徒に力を付ける授業実践と
なるようにする。「学力向上１校１プラン」では、学年、教科を越えた日々の授業の共通
実践の徹底や成果に結び付かなかった要因を踏まえ、学力向上に確実につながる内容の取
り組みにし、その取組みをそろえてやりきれるようにする。

継　続

数値目標
項　　　目 平成23年度実績

（第1期計画策定時）
平成29年度末実績
（第2期計画1年目）

令和２年度末実績
（現在値）

令和3年度目標
（第2期計画目標値）

県平均正答率を上回った学校の割合 － 小：55％
中：30％ －

　令和２年度の重点を「わかる授業の創造」とし、子どもたち一人一人に確実に力を付け
る授業を目指した。取り組みは以下のとおりです。
・育成を目指す資質・能力を明確に捉えた単元づくりと本時の目標で貫かれた授業づくり
の推進・充実を図った。
・「授業構想シート」の活用（目標・ゴールの姿―学習課題―活動―振り返る活動の整
合）を推奨し授業改善を図った。
・授業者、参観者が目標達成の姿や見取りの場面を共有した授業研究を実施した。
・学力向上１校１プランを立て、学年、教科を越えた日々の授業の共通実践を行った。
・新型コロナウイルス感染症の影響により、全国・県の学力調査は行われなかったが、学
力調査等問題を活用した指導の充実を図った。

事　業　費
予算科目

・
細目名

学校教育研究費

60

40

0

１　新しい時代を生き抜く力をはぐぐむ学校教育の実現

１－(1)確かな学力を身に付け、課題に対して自ら学び、考え、主体的に判断し協働的に解決する力を育成する

③　授業改善に向けた取り組み

・学校教育の蓄積を生かし、学習の質を一層高める授業改善の取組を活性化していくこと
が求められています。また、「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善を推
進していくことが求められています。より良い授業づくりに向け、市教育委員会からの指
導主事の派遣、県教員総合研修センターの校内研修サポート事業の活用、小松教育事務所
指導主事、教育の専門性を有した大学教授等の講師の派遣要請を奨励します。
・小学校授業研究会や中学校授業研究会を企画し、組織的な授業研究の体制を通して、児
童生徒の発達の段階を考慮した教材分析や児童生徒理解を深め、学力向上に資する授業力
の向上を目指します。
・学力向上に関する重点項目に位置づけ、児童生徒に目指す資質・能力を育むために、単
元や題材など内容や時間のまとまりの中で、身に付けたい力を明確にした授業研究の充実
に努めます。

教育委員会事務局　学校指導課

　より良い授業づくりに向け、市教育委員会からの指導主事の派遣、県教員総合研修
センターの校内研修サポート事業の活用、小松教育事務所指導主事や、教育の専門性
を有した大学教授等の派遣要請を行っている。
　授業研究会を企画し、組織的な授業研究の体制を通して、児童生徒の発達の段階を
考慮した教材分析や児童生徒理解を深め、学力向上に資する授業力の向上を目指す研
修会等を開催している。
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基本目標

基本方針

施策名
（事業名）

基本計画にお
ける「施策の
展開」

担　当　課

これまでの
施策の経過

令和２年度
施策の内容

10 1 3 9 2 H30 千円

R元 千円

R2 千円

成果と課題へ
の取組み

評　　価

１　新しい時代を生き抜く力をはぐぐむ学校教育の実現

１－(1)確かな学力を身に付け、課題に対して自ら学び、考え、主体的に判断し協働的に解決する力を育成する

④　教育総合支援センターでの先進的研究

・「教育研究所」を「教育総合支援センター」として機能を充実させます。これまで
の学力向上研究・道徳教育研究・情報教育研究に加え、小学校中学年における外国語
活動及び高学年における外国語科の実施に向けて英語教育研究の実施体制も整え、専
門的見地に立った教職員が、学力向上・心の教育・今日的課題等に向けた効果的実践
について調査・研究を行っていきます。

教育委員会事務局　学校指導課

　令和２年度まで「学力向上研究部会」「情報教育研究部会」「英語教育研究部会」
の３部会に分かれ研究推進を行ってきた。
　学力の向上に向けて「学力向上研究部会」においては、言語活動に関する小中9年間
の「学びの系統表の作成」や公立高校入試問題の分析と理科評価問題の配付を実施す
るなど、市内の小中学校の教育の向上に資する研究を行ってきた。また、「情報教育
研究部会」においては、教育のＩＣＴ化に資する研究を行ってきた。「英語教育研究
部会」では、小中を意識した授業づくりとALTとの効果的な連携を図るための研究を
行った。

－ － －

　学力向上研究部会では、学力調査問題を活用した学習プリント（かがっ子プリン
ト）を作成、英語教育部会では、ティーチングメモの充実、授業の振り返りプリント
の作成、情報教育部会では、授業でのＩＣＴ機器活用の実践集を作成するなどした。
　各研究部会の取組においては、外部人材を活用した運営検討委員会を開催して、検
証を行った。

事　業　費
予算科目

・
細目名

教育総合支援センター費

536

267

209

－

　小中学校の喫緊の課題及び今日的な課題に対して、有効な先進研究を行うことがで
きた。
　新学習指導要領全面実施に向け、各校での授業改善や、カリキュラム・マネジメン
トが重要になってくる。そのため、各校の実践に資する研究内容としていく必要があ
る。
　プログラミング教育の推進、教育のＩＣＴ化を施策として進めているが、今後は、
より教科のねらい達成のためのプログラミング教育を意識して取り組む必要がある。
開発室研究員をはじめとして、各校に実践を広めていくことが課題である。また今後
はＧＩＧＡスクール構想計画に基づき、「個別最適学び研究部」「協同的な学び研究
部」「情報リテラシー研究部」に編成し、子どもたちの一人一台端末が有効活用でき
るような研究を進めていく。

継　続

数値目標
項　　　目 平成23年度実績

（第1期計画策定時）
平成29年度末実績
（第2期計画1年目）

令和2年度末実績
（現在値）

令和3年度目標
（第2期計画目標値）

－
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基本目標

基本方針

施策名
（事業名）

施策の展開

担　当　課

これまでの
施策の経過

令和２年度
施策の内容

10 2 1 2 1 H30 千円

10 3 1 2 1 R元 千円

R2 千円

成果と課題へ
の取組み

評　　価

　学校図書館司書教諭、学校図書館担当者、学校司書による読み聞かせやおすすめ
の本の紹介、掲示物の工夫、委員会の催し物など、工夫を凝らした取組を行い、読
書環境を充実させていた。さらに自分から進んで読書をする児童生徒の育成が求め
られる。
　家庭との連携では学級文庫の充実や朝読書の習慣化、毎月２３日の「子ども読書
の日」の取組によって、家庭読書や親子読書が浸透している。

継  続

数値目標
項　　　目 平成23年度実績

（第1期計画策定時）
平成29年度末実績
（第1期計画終了時）

令和２年度末実績
（現在値）

令和3年度目標
（第2期計画目標値）

読書指導計画作成 小中100％ 小中100％

事　業　費
予算科目
・

細目名

小学校管理運営費
中学校管理運営費

63

63

51

１　新しい時代を生き抜く力をはぐぐむ学校教育の実現

１－(1) 確かな学力を身に付け、課題に対して自ら学び、考え、主体的に判断し協働的に解決する力を育成する

⑤ 読書活動の推進

・児童生徒の発達段階に合った読書指導が、系統的・計画的に行われるように、「読
書指導計画」を全ての学校で作成します。
・学校図書館司書教諭、学校図書館担当者、学校司書に対しての研修会を充実し、読
書活動推進に関する事業説明や情報提供を行います。
・中央図書館が実施する自動車文庫「かもまる号」、「図書館おでかけ隊」による読
み聞かせやブックトーク事業と連携して、「加賀市子ども読書活動推進計画」に沿っ
た取組を推進します。
・学校図書館及び市立図書館の活用を促し、国語科学習に関わる「先行・並行読書」
等、児童生徒の読書活動を充実させる取組を企画していきます。

教育委員会事務局　学校指導課

　学校図書館に関する研修会を開催し、学校図書館司書教諭、学校司書の意識の向
上・専門性の向上を図った。

－

　学校が独自の学校図書館教育重点目標を定め、児童生徒の発達段階に応じた読書活
動を進めた。また、各学校で「年間指導計画」を作成し、計画的に図書館教育を進め
た。
　学校司書に対しての研修会を年４回開催する計画であったが、新型コロナウイルス
感染拡大防止のため、１回の開催となった。
　「加賀市子ども読書活動推進計画」に沿った取り組みを推進し、実践内容を「図書
館だより」に掲載した。

小中100％
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基本目標

基本方針

施策名
（事業名）

基本計画にお
ける「施策の
展開」

担　当　課

これまでの
施策の経過

令和２年度
施策の内容

H30 千円

R元 千円

R2 千円

成果と課題へ
の取組み

評　　価

１　新しい時代を生き抜く力をはぐぐむ学校教育の実現

１－(1)確かな学力を身に付け、課題に対して自ら学び、考え、主体的に判断し協働的に解決する力を育成する

⑥　家庭学習の量と質の向上

・「平成29年度全国学力・学習状況調査」の結果から、「自分で計画を立てて勉強し
ていますか」という質問に、小学校では約63％、中学校では約68％が肯定的回答であ
り、全国平均を上回っています。各学校においては、小学校中学校が連携した「家庭
学習強化週間」の設定や「家庭学習の手引き」等を作成し、保護者への協力も呼びか
けていきます。
・児童生徒の実態に応じて、「授業につながる学習内容」や「弱点の補充」「探究的
な学習」等、内容の質と量の吟味を行います。また、各学校において、家庭での学習
課題の取り組み方や内容についての共通理解や学習意欲の向上につなげる手立ての工
夫を行います。

教育委員会事務局　学校指導課

　加賀市学力向上に関する重点項目に「家庭学習の質の向上」を位置づけるととも
に、各学校において発達段階に応じた「家庭学習の手引き」の作成・配付、学校評価
に位置づけることによって、家庭学習の充実を図っている。
　また、家庭学習の時間が石川県の平均を下回っていることを受け、児童生徒アン
ケートの内容を見直し、家庭学習の時間を小学校では「学年×10分」、中学校では
「学年＋１時間」として設定した。また、中学校の定期考査に合わせて小中学校合同
に家庭学習強化週間に取り組んでいく。

－
小４   ９２．３
小６　 ９４．１
中３ １０３．２

－

　家庭学習の質・量の向上をより一層図るために、校区一体となった小中連携として
の取組みが進むように指導助言を行った。また、学校訪問において、加賀市学力向上
に関する重点項目を周知した。
　家庭学習強化週間では、チェックカードを設けて、保護者にも確認してもらう学校
が増えた。
　各学校は、短期サイクルで児童生徒の学習時間を確認し、その都度評価・指導を行
うように指導助言を行っている。
　デジタルツールを使って、小学生はミライシード、中学生はeライブラリを家庭で取
り組めるようにし、基礎基本の定着に努めている。

事　業　費
予算科目

・
細目名

-

-

-

小４　１０５．0
小６　１０５．０
中３　１１０．０

　家庭学習の質・量の向上をより一層図るために、校区一体となった小中連携として
の取組みが進むとともに、授業と連動した家庭学習を設定させるよう指導助言を行っ
た。また、学校訪問において、加賀市学力向上に関する重点項目を周知した。
　家庭学習強化週間では、チェックカードを設けて、保護者にも確認してもらう学校
が増えた。
　家庭学習の質・量と学力調査結果との関連を示し、各校の取組を活性化する。特
に、令和３年度から中学生の家庭学習時間に関するアンケートを全国学力学習状況調
査質問紙と同じものとし、学力と家庭学習の相関関係がより明確にわかるようにす
る。
　ミライシードやeライブラリを有効に活用するよう児童・生徒には声掛けをするよう
にしていく。

継　続

数値目標
項　　　目 平成23年度実績

（第1期計画策定時）
平成29年度末実績
（第2期計画1年目）

令和2年度末実績
（現在値）

令和3年度目標
（第2期計画目標値）

目標時間達成児童生徒の割合を県と比較
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基本目標

基本方針

施策名
（事業名）

基本計画にお
ける「施策の
展開」

担　当　課

これまでの
施策の経過

令和２年度
施策の内容

10 1 3 2 3 H30 千円

R元 千円

R2 千円

成果と課題へ
の取組み

評　　価

１　新しい時代を生き抜く力をはぐぐむ学校教育の実現

１－(1)確かな学力を身に付け、課題に対して自ら学び、考え、主体的に判断し協働的に解決する力を育成する

⑦-1.　プログラミング教育の推進

・小学校4年生からは、「総合的な学習の時間」を中心に、プログラミング学習を実施
します。この学習活動では、物事を論理的に考える力を育むとともに、問題の解決に
主体的に取り組む態度やコンピュータ等を上手に活用して、よりよい社会を築いてい
こうとする態度を育みます。
・小学校でのクラブ活動や課外活動、中学校での技術・家庭科（技術分野）におい
て、ロボレーブを活用した体験活動を重視します。
・算数・数学や理科等の教科の中でも、プログラミングを活用した学習を進められる
よう検討を行います。

教育委員会事務局　学校指導課

　平成26年に加賀市内で開催されたアメリカ・ロボレーブ･プレイショップ加賀へ児童
が参加したのを皮切りにロボレーブを通じてプログラミング学習を行うようになっ
た。
　平成28年度からは教員研修を開始、また、アメリカで開催されたロボレーブの世界
大会に児童生徒が参加した。
　平成29年度からは学校においてパソコンソフトを利用したプログラミング教育も行
うようになった。

　小学校４年生から中学校２年生の総合的な学習の時間で年間５時間以上、及び中学
校３年生の技術・家庭科（技術分野）の授業でプログラミング教育を実施した。ま
た、このプログラミング教育を実施するために、夏季休業中を中心に研修会（全９
回）を開催し、指導する教員の資質向上を図った。
　算数・理科といった授業において、プログラミングを活用して、教科の学びを達成
するため、希望する教員に対して、研修を実施した。

事　業　費
予算科目

・
細目名

学校教育研究費

18,601

20,584

19,342

　令和２年度から新学習指導要領全面実施に伴い、小学校ではプログラミング教育が
必修化となるが、全面実施を前に、市内教員のプログラミングに対する資質向上を図
ることができた。
　総合的な学習の時間のプログラミング教育を通して、ＩＣＴ機器の活用を推進でき
たことにより、教科においても、ツールとしてプログラミングを活用でき、プログラ
ミングを通して学びを充実させる基盤をつくることができた。
　教科においてのプログラミングの活用は、これまでプログラミング教育中核教員が
中心となり、研究を行ってきたが、新学習指導要領の全面実施に伴い、教科において
のプログラミングの活用を全校に広めていく。

継　続

項　　　目 平成23年度実績
（第1期計画策定時）

平成29年度末実績
（第2期計画1年目）

令和2年度末実績
（現在値）

令和3年度目標
（第2期計画目標値）

研修会参加者数 － 延べ138人
数値目標

加賀ロボレーブ国際大会への参加児童生徒数 － 211人 0人 400人
0人20人
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基本目標

基本方針

施策名
（事業名）

基本計画にお
ける「施策の
展開」

担　当　課

これまでの
施策の経過

令和２年度
施策の内容

10 5 2 3 1 H30 千円

10 5 2 3 6 R元 千円

R2 千円

成果と課題へ
の取組み

評　　価

－

　プログラミングの機会は学校教育という枠組みの中だけではなく、学校外で子どもたちの好
奇心、創造性を発揮する機会を継続的に提供していくことが課題である。
　日本初の「コンピュータクラブハウス」は、学校教育で興味関心をもった子どもたちが地域
において、目を輝かせながら、集まってきた仲間と一緒にコンピュータやテクノロジーに触れ
ている。その中のある子は何かを達成したことで自分の中に自信が芽生えている。その経験が
将来への成長につながってくような将来を目指す。
　令和２年度は子どもたちの興味を持つ機材を増やしつつ、専門性をより深められるように設
備を拡充し、開催場所も移設しリニューアルオープンした。
 今後はコンピュータクラブハウス本部・各支部や大学、企業とのコネクション形成し、それら
を活用し、学校では経験できない体験を通じて、子どもたちの将来像の形成や選択肢を拡げる
キャリア教育を行っていく。

継　続

数値目標
項　　　目 平成23年度実績

（第1期計画策定時）
平成29年度末実績
（第2期計画1年目）

令和2年度末実績
（現在値）

令和3年度目標
（第2期計画目標値）

施設利用者数（延べ人数） － － 1,273人

　令和２年度は子どもたちの興味を持つ機材を増やしつつ、専門性をより深められるように開
催場所（ものづくりラボから旧交流スペース）をリニューアルオープンした。
　レーザー加工機、３Ｄプリンタ、ドローン、ＶＲ（仮想現実）、映像制作機器・動画編集・
デジタルアート制作機器、プログラミング等に活用できるハイスペックパソコン等を拡充し
た。
　開催日数169日、延べ来場者数1273人

事　業　費
予算科目
・

細目名
生涯学習振興費

5,374

10,122

14,851

１．新しい時代を生き抜く力をはぐくむ学校教育の実現

1-(1)確かな学力を身に付け、課題に対して自ら学び、考え、主体的に判断し協働的に解決する力を育成する

 ⑦-2.　すべての子どもたちがプログラミングを学べる環境づくりの推進

・小学校４年生からは、「総合的な学習の時間」を中心に、プログラミング学習を実施しま
す。この学習活動では、物事を論理的に考える力を育むとともに、問題の解決に主体的に取り
組む態度やコンピュータ等を上手に活用して、よりよい社会を築いていこうとする態度を育み
ます。
・小学校でのクラブ活動や課外活動、中学校での技術・家庭科（技術分野）において、ロボ
レーブを活用した体験活動を重視します。
・算数･数学や理科等の教科の中でも、プログラミングを活用した学習を進められるよう検討を
行います。

教育委員会事務局　生涯学習課

　平成26年に加賀市内で開催されたアメリカ・ロボレーブ･プレイショップ加賀へ児童が参加し
たのを皮切りにロボレーブを通じてプログラミング学習を行うようになった。
　平成28年度からは教員研修を開始、また、アメリカで開催されたロボレーブの世界大会に児
童生徒が参加した。
　平成29年度からは学校においてパソコンソフトを利用したプログラミング教育も行うように
なった。
　平成30年度は、学校の外においてもプログラミング学習を推進するため、総務省「地域にお
けるＩｏＴの学び推進事業（地域ＩＣＴクラブ普及推進事業）」実証事業の採択を受け、地域
におけるＩＣＴやＩｏＴに興味・関心を持つ児童生徒や地域住民が、プログラミング技術など
を楽しく学び合える場として「地域ＩＣＴクラブ」を構築する実証事業を実施した。
　令和元年度は日本初の「コンピュータクラブハウス」を加賀市に開所し学校教育で興味関心
をもった子どもたちが地域において、目を輝かせながら、集まってきた仲間と一緒にコン
ピュータやテクノロジーに触れている。その中のある子は何かを達成したことで自分の中に自
信が芽生えている。その経験が将来への成長につながっていくような未来を目指す。
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基本目標

基本方針

施策名
（事業名）

基本計画にお
ける「施策の
展開」

担　当　課

これまでの
施策の経過

令和２年度
施策の内容

10 1 3 2 1 H30 千円

R元 千円

R2 千円

成果と課題へ
の取組み

評　　価

　小学校においては、学級担任及び外国語活動専科教員がＡＬＴ等とのＴＴの授業は
定着している。ＡＬＴ等との打合せの効率化を図り、それらが中心となってＡＬＴ等
と連携した充実した授業づくりを行えるようにしたい。
　中学校においては、ＡＬＴを積極的に活用し、言語の適切な使用場面を意識した授
業展開ができるようにしていく。

継　続

項　　　目 平成23年度実績
（第1期計画策定時）

平成29年度末実績
（第2期計画1年目）

令和2年度末実績
（現在値）

令和3年度目標
（第2期計画目標値）

研修会実施回数

　小学校にはＡＬＴまたは英語授業補助指導者を全クラスに配置し、小学校中学年の
外国語活動及び小学校高学年の外国語科においてコミュニケーション活動を積極的に
行えるようにした。
　中学校ではALTを積極的に活用し、オールイングリッシュによる授業となるようにし
た。

事　業　費
予算科目

・
細目名

学校教育研究費

－

－

－

１　新しい時代を生き抜く力をはぐぐむ学校教育の実現

１－(1)確かな学力を身に付け、課題に対して自ら学び、考え、主体的に判断し協働的に解決する力を育成する

⑧　英語教育の推進

・新学習指導要領による、小学校中学年の外国語活動及び小学校高学年の外国語科の
実施に伴い、ＡＬＴ（外国語活動指導助手）を全校に配置します。小学校教員が外国
語活動や外国語科の指導を効果的に行うために研修会を開催します。
・中学校では、ＡＬＴを週2回以上配置し、英語でのコミュニケーション活動を積極的
に行い、生徒が学習した語彙・表現などを実際に活用する活動を充実させます。

教育委員会事務局　学校指導課

　平成30年度からの移行措置に向けて、小松教育事務所の指導主事が講話を行った。
　ＡＬＴまたは英語授業補助指導者を全学校に配置し、ＴＴ（ティームティーチン
グ）の授業を行っている。錦城中学校、山中中学校には週２回配置し、生徒の英語の
コミュニケーション活動を積極的に行った。

数値目標

ALT配置 － 小11校／18校
中　1回／週

小18校／18校
中4回／週

小18校／18校
中　2回／週

－ 小　１回／年
中　１回／年

小　０回／年
中　０回／年

小　１回／年
中　１回／年
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基本目標

基本方針

施策名
（事業名）

基本計画にお
ける「施策の
展開」

担　当　課

これまでの
施策の経過

令和２年度
施策の内容

10 1 2 3 1 H30 千円

R1 千円

R2 千円

成果と課題へ
の取組み

評　　価

１　新しい時代を生き抜く力をはぐぐむ学校教育の実現

１－(1)確かな学力を身に付け、課題に対して自ら学び、考え、主体的に判断し協働的に解決する力を育成する

⑨　理科教育の推進

・郷土出身の中谷宇吉郎博士及び本川弘一博士の功績を背景とした科学奨励賞を実施
し児童・生徒の科学に対する興味を高め、理科教育の推進につなげます。

教育委員会事務局　学校指導課

　中谷宇吉郎科学奨励賞は、中谷宇吉郎雪の科学館の開館に伴い平成7年より実施して
いるもので、小学生部門、中学生部門、若手研究者部門に分かれている。小、中学生
部門については、市内の児童・生徒にとって、科学に興味を持つ一つのきっかけづく
りとなっている。
　また、本川弘一科学奨励賞は、本川弘一氏のご遺族から、本市における科学教育の
振興を目的に寄付の申込みがあり、寄付者のご希望に沿い、この寄付金を原資とし、
「本川弘一科学奨励賞」を設置し、科学教育の振興に充てている。

小中学生の応募数 4件 2件

　中谷宇吉郎科学奨励賞については、小学生部門に合計2件の応募があり、小学生１名
が受賞した。若手研究者部門については、公益社団法人日本雪氷学会より推薦を受け
た研究者１名が受賞した。
　本川弘一科学奨励賞については、加賀市小中学校科学作品展に出品された作品のう
ち、県出品作品の中から生物・化学分野において特に優れた作品を選出することと
なっており、小学生２名、中学生１名の作品が受賞した。

事　業　費
予算科目

・
細目名

教育振興総務費

432

250

261

5件 10件

　中谷宇吉郎博士や本川弘一博士の功績を讃え、偉業を後世に伝える事業としては意
義があると思われるが、応募者が少ない。本事業は市の科学教育の振興に寄与するも
のであり、加賀市学校教育会とも協力し応募者を増やす工夫に努める。

継　続

数値目標
項　　　目 平成23年度実績

（第1期計画策定時）
平成29年度末実績
（第2期計画1年目）

令和2年度末実績
（現在値）

令和3年度目標
（第2期計画目標値）
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基本目標

基本方針

施策名
（事業名）

施策の展開

担　当　課

これまでの
施策の経過

令和２年度
施策の内容

10 1 2 3 5 H30 千円

R元 千円

R2 千円

成果と課題へ
の取組み

評　　価

　シンガポール及び台湾への児童生徒派遣時においては、多数の応募があった場合
の選抜方法の検討が必要であり、また、児童生徒受入時においては、受入体制の整
備と交流事業内容の検討が必要である。
　中学校生徒においては、国際理解推進及び英語・科学分野における学習意欲の向
上に、小学校児童においては異文化の体験による国際感覚の醸成と視野の拡大に資
する事業であると考えられるため、オンラインの活用も含め交流を継続させる工夫
に取り組んでいく。

継  続

数値目標
項　　　目 平成23年度実績

（第1期計画策定時）
平成29年度末実績
（第1期計画終了時）

令和2年度末実績
（現在値）

令和3年度目標
（第2期計画目標値）

  SST派遣生徒数
  嘉義大学附属実験国民小学校
  派遣児童数

－ －
29人

－
－

　新型コロナウイルス感染症の影響によりSSTや台湾との交流が中止となった。

事　業　費
予算科目
・

細目名
教育交流活動費

5,626

6,800

－
30人

１　新しい時代を生き抜く力をはぐぐむ学校教育の実現

１－(1) 確かな学力を身に付け、課題に対して自ら学び、考え、主体的に判断し協働的に解決する力を育成する

⑩  国際教育交流の推進

・他国の児童生徒と触れ合うことによって他国の文化を知り、視野を広げて豊かな国
際感覚を培うために、台湾・シンガポール等の友好都市協定を締結した都市の小・中
学生との交流を行います。

教育委員会事務局　学校指導課

　シンガポール科学技術中学校（以下SST）との交流については、平成26年度に宮元市
長・山下教育長がSSTを公式訪問、平成27年度からの交流開始について確認及び協議を
行った。
　台湾については、平成26年度に陳 文筆氏（石川県台湾華僑総会会長）より、台湾嘉
義大学附属実験国民小学校との交流について提案を受けて交流を開始することとなっ
た。

0
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基本目標

基本方針

施策名
（事業名）

施策の展開

担　当　課

これまでの
施策の経過

平成２年度
施策の内容

10 1 3 2 1 H30 千円

R元 千円

R2 千円

成果と課題へ
の取組み

評　　価

2,975

１　新しい時代を生き抜く力をはぐぐむ学校教育の実現

１－(1) 確かな学力を身に付け、課題に対して自ら学び、考え、主体的に判断し協働的に解決する力を育成する

⑪ 学力向上公営塾の開催

・算数科・数学科について、児童生徒が主体的になって課題に取り組む習慣づくりの
機会を設けるため、学力向上公営塾として「かがっ子休日スクール」と「中学校放課
後かも丸塾」を開催し、学習意欲と学力の向上を図ります。

教育委員会事務局　学校指導課

　平成28年度より、小学校５年生から中学校３年生を対象に、算数・数学科について
の「かがっ子休日スクール」を開催。
　平成29年度より、中学校１年生から３年生を対象に、全中学校区で、数学科におい
て基礎的・基本的な問題演習と個別指導等を実施する「放課後かも丸塾」を開催。
　平成30年度より、中学校１年生から３年生を対象に、実用英語技能検定試験合格を
目指す「かがっ子休日スクール（中学生英語）」、数学科と英語科の基礎的・基本的
な問題の解説と個別指導を行う「かがっ子休日スクール（夏休み特訓）」を開催。
(「かがっ子休日スクール」の中学生数学科については、廃止。（放課後かも丸塾に移
行）)
　令和２年度より、ＡＩ学習ドリルの活用により、学校での学習に重点を置くことと
し、「かがっ子休日スクール」小学生算数を廃止。
　現在は、「かがっ子休日スクール（中学生英語）」、「かがっ子休日スクール（夏
休み特訓）」及び「放課後かも丸塾」の公営塾を開催している。

－ － － －

　新型コロナウイルス感染症の影響により、「かがっ子休日スクール（夏休み数学・
英語）特訓」は実施できなかった。２学期以降に「かがっ子休日スクール（中学生英
語）」と「放課後かも丸塾」を実施することができた。
　かがっ子休日スクールの参加者はⅡ期が２８名で、各級の合格平均が８８％だっ
た。Ⅲ期が１９名で、各級の合格平均は９５％だった。
　放課後かも丸塾の参加者は、５５名だった。

事　業　費
予算科目
・

細目名
学校教育研究費

3,131

1,355

－

　かも丸塾（数学）において、講師の丁寧な個別指導によってつまずきを解消し
て、分かった、できたという経験ができた。今後も個別での対応によって、さらに
学習意欲向上に取り組む。
　かがっ子休日スクール（英語）において、講師の熱心な指導のもと、３・４・５
級の合格を目指して、学習に意欲的に取り組んだ。合格率も高かった。
　今後も生徒の意欲を高めながら、学力向上を目指し、塾の運営をしていきたい。

継　続

数値目標
項　　　目 平成23年度実績

（第1期計画策定時）
平成29年度末実績
（第1期計画終了時）

令和2年度末実績
（現在値）

令和3年度目標
（第2期計画目標値）
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基本目標

基本方針

施策名
（事業名）

基本計画にお
ける「施策の
展開」

担　当　課

これまでの
施策の経過

令和２年度
施策の内容

10 2 1 1 2 H30 千円

R元 千円

R2 千円

成果と課題へ
の取組み

評　　価

１　新しい時代を生き抜く力をはぐぐむ学校教育の実現

１－(1)確かな学力を身に付け、課題に対して自ら学び、考え、主体的に判断し協働的に解決する力を育成する

⑫　きめ細かな指導の取り組み

・小学校の全学級を児童35人未満学級とし、きめ細かな指導の実現を図ります。

教育委員会事務局　学校指導課

　石川県の小学校では、国、県の制度により、小学校４年生までは、１クラス35人未
満学級が実現しているが、小学校５年生になるとこの制度が無くなり、１クラスの児
童数が35人以上となる場合がある。（加賀市でも数クラス生じている）これにより、
教師のきめ細かな指導が難しくなり、授業においても様々な課題が生じているため、
非常勤講師を配置し、状況改善を図っている。

－ － －

　１学級の児童数が35人以上となった錦城東小６年、動橋小５・６年、山中小５年
に、非常勤講師を配置し、算数科等で少人数学習を実施し、きめ細かな指導を行っ
た。

事　業　費
予算科目

・
細目名

児童教育振興費

11,318

9,224

12,388

－

　１学級の児童数が35人以上となる小学校５、６年に非常勤講師を配置し、算数科等
できめ細かな指導を行うことができた。
　しかし、非常勤講師の週あたりの勤務時間数は週20時間と限定されているため、授
業準備や担任との打ち合わせ、テストの採点や成績処理業務を行う時間を十分に確保
できないことが課題である。勤務時間数を増やし、児童に対しよりきめ細かな指導を
実現するために予算の増額に努める。

継　続

数値目標
項　　　目 平成23年度実績

（第1期計画策定時）
平成29年度末実績
（第2期計画1年目）

令和2年度末実績
（現在値）

令和3年度目標
（第2期計画目標値）

－
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基本目標

基本方針

施策名
（事業名）

基本計画にお
ける「施策の
展開」

担　当　課

これまでの
施策の経過

令和２年度
施策の内容

10 1 3 2 1 H30 千円

10 1 3 2 4 R元 千円

R2 千円

成果と課題へ
の取組み

評　　価

１　新しい時代を生き抜く力をはぐぐむ学校教育の実現

１－(1)確かな学力を身に付け、課題に対して自ら学び、考え、主体的に判断し協働的に解決する力を育成する

⑬　ＳＴＥＡＭ教育の推進

・様々な知識や情報を基に今までにない新たな価値を生み出し、世界規模の課題や答
えがない困難を克服していかなければならない社会において、自ら創り、生きていく
ため、義務教育段階においても、各教科での学習を実社会での問題発見・解決にいか
していくための教科横断的な教育を推進し、問題発見・課題解決的な学習を図る必要
があります。これまで各校で取り組んできたプログラミング教育を発展的に継続する
とともに、「総合的な学習の時間」の充実を図り、どのようなカリキュラムが児童生
徒にとって問題発見・解決能力を育むか実践を通じて研究します。

教育委員会事務局　学校指導課

　平成29年度市内全小中学校の教育課程内でプログラミング教育を初めて実施した。
このプログラミング教育を基盤に探究的な学びを実現するため、令和元年度のシンガ
ポールSTEM教育の導入、グーグル合同会社の提供による教材の活用から始め、どの学
級・校種・学年で実施するとよいか検討してきた。

　東和中学校2年生の総合的な学習の時間16時間を活用し、実施した。特定非営利活動
法人みんなのコードと連携のもとキャリア教育の視点を大切にし、ピッチによる自分
の考えを相手に明確に伝えるために、ICT機器の効果的な活用を検討した。

事　業　費
予算科目

・
細目名

学校教育研究費

－

4,951

3,423

　令和3年度、中学校全6校で実施するためのモデルをつくることができた。教育委員
会で準備した教材を学校が実施するのではなく、学校の主体的なカリキュラム作成に
結びつけることができた。
　中学校だけでなく、小学校でも実施するための来年度の方向性を示すことができ
た。
　プログラミング教育との関連性から、中学校2年生でのカリキュラムをSTEAM教育の
中核としたが、他のカリキュラムとの兼ね合いから他学年での実施を検討することも
必要である。

継　続

項　　　目 平成23年度実績
（第1期計画策定時）

平成29年度末実績
（第2期計画1年目）

令和2年度末実績
（現在値）

令和3年度目標
（第2期計画目標値）

数値目標
－ － － － －
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基本目標

基本方針

施策名
（事業名）

基本計画にお
ける「施策の
展開」

担　当　課

これまでの
施策の経過

令和２年度
施策の内容

10 1 3 2 1 H30 千円

R元 千円

R2 千円

成果と課題へ
の取組み

評　　価

－

　子どもの心に響く授業展開として発問や板書の工夫がなされ、ねらいとする道徳的価値
に迫る授業が増えてきた。また、学習指導要領を意識し、考え、議論する道徳の授業を取
り入れる学校が増えてきた。今後は今日の課題も踏まえたさらなる児童生徒の心に染み込
む授業改善の工夫が必要とされる。多くの学校において、地域人材、地域教材を活用した
取組みが増えてきている。次年度も研究を進めていく。

継　続

数値目標
項　　　目 平成23年度実績

（第1期計画策定時）
平成29年度末実績
（第2期計画1年目）

令和2年度末実績
（現在値）

令和3年度目標
（第2期計画目標値）

－ － － －

　各学校において、重点内容項目を設定し、教育活動全体を通して、道徳教育の推進
を行った。また、道徳教育推進教師を中心とした組織的な推進体制の確立を図った。
　市で中学校における年間指導計画を作成し、各学校に配付した。
　令和２年度においては、新型コロナ感染症による影響で橋立中学校で行われる予定
であった「いしかわ道徳推進事業」における「研究発表会」、道徳授業の充実、家庭
や地域との連携、小中連携の取組みを発信することができなかった。

事　業　費
予算科目

・
細目名

学校教育研究費

500

300

0

１　新しい時代を生き抜く力をはぐくむ学校教育の実現

１－(2)豊かな心を育み、健やかな身体と体力の増進に努める

①　道徳教育の充実

・平成30年度から実施される学習指導要領に基づいて道徳教育の全体計画、年間指導
計画、別葉を作成し、道徳の時間を要として学校の教育活動全体を通して道徳教育を
推進します。
・「考え、議論する道徳」への質的転換に向けて、多様な指導方法を取り入れた授業
を各学校において展開します。
・「道徳教育推進教師」を中心とした指導体制を充実させ、道徳授業の充実を目指し
ます。
・児童生徒や地域の実態などを考慮した学校の道徳教育の目標を設定し、その目標に
基づいて、重点的に指導する内容項目を設定するとともに、計画的、発展的な指導を
行います。
・道徳教育は、学校・家庭・地域社会が連携して行うことで、さらなる効果が期待で
きます。道徳教育の推進校を指定し、「人と地域を生かした道徳教育講座」を開催す
ることで、広く、教員や保護者・地域の人々に道徳の授業を発信していきます。ま
た、道徳の授業公開を行ったり、保護者の協力を得たりして、家庭や地域社会との共
通理解を深め、相互の関連を図ります。
・「命の大切さ」「郷土を愛する心」「人権の尊重」等の指導を推進します。

教育委員会事務局　学校指導課

　全小中学校における道徳の全体計画、全体計画の別葉、年間指導計画を確認し、指
導・助言を行った。
　学校訪問での道徳授業に対する指導・助言を行った。
　推進校による「いしかわ道徳推進事業」を開催し、道徳授業の充実、家庭や地域と
の連携、小中連携の取組みを発信した。
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基本目標

基本方針

施策名
（事業名）

基本計画にお
ける「施策の
展開」

担　当　課

これまでの
施策の経過

令和２年度
施策の内容

10 1 3 2 1 H30 千円

10 1 3 7 1･2 R元 千円

10 1 3 8 1･2 R2 千円

成果と課題へ
の取組み

評　　価

１　新しい時代を生き抜く力をはぐくむ学校教育の実現

１－(2)豊かな心を育み、健やかな身体と体力の増進に努める

②　生徒指導の充実

・いじめ、不登校等については、日頃から子どもの観察に努めると共に定期的に調査し、実態を把
握します。（仮称）教育総合支援センター、市子育て応援ステーション、児童相談所等と連携し、
未然防止や課題解決に取り組みます。
・「加賀市いじめから子どもを守る条例」の規定に基づき、いじめの問題の克服に向けて取り組む
ため、「加賀市いじめ等生徒指導連絡協議会」、「加賀市いじめの防止等対策委員会」を設置する
とともに、「加賀市いじめ防止基本方針」を策定します。
・「加賀市いじめ防止基本方針」の策定により、いじめの問題に対し、学校が一丸となって組織的
に対応する体制の充実を図ります。
・携帯電話やスマートフォン、インターネットにつながる機器等、ネット社会における情報モラル
の指導を実施すると共に、子どもの状況を定期的に把握しながら保護者と連携した指導を展開しま
す。
・学校や家庭で問題を抱える子どもたちの教育相談体制の充実として、専門的な知識を有する「ス
クールカウンセラー」等を学校からの希望に応じて、きめ細かに派遣できるよう活用の工夫を図り
ます。
・専門的な知識及び経験を有する者をスクールソーシャルワーカーとして派遣し、各学校と家庭を
つなげ、家庭、友人関係等、児童生徒を取り巻く環境の問題を解決することを目指します。
・保護者対象の石川県教育委員会が実施している非行・被害防止教室や、児童生徒対象の薬物乱用
防止教室を開催し、家庭教育力を高めるとともに、児童生徒の規範意識の向上を図っていきます。

教育委員会事務局　学校指導課

　不登校傾向児童生徒の状況の調査を行い、その調査も活用しながら、青少年育成センター、市子
育て支援課、児童相談所等と連携し、未然防止や課題解決に取り組んできた。
　平成24年度よりQ-U研究推進モデル校事業を実施し、Q-U検査の実施とその分析結果の活用を推進
してきた。（平成29年度まで）
　「加賀市いじめから子どもを守る条例」に基づき、「加賀市いじめ等生徒指導連絡協議会」及び
「加賀市いじめの防止等対策委員会」を設置し、いじめ防止及び早期発見に取り組んだ。
　各関係機関と連携し、未然防止や課題解決に向けたケース会議を充実させ、また、希望する保護
者を対象に、相談会を実施するなど、保護者、学校、関係機関との連携も進めた。
　スクールソーシャルワーカーを配置し、学校と関係機関の連携がスムーズにとれるよう組織を強
化した。
　保護者対象の非行被害防止教室や、児童生徒対象の薬物乱用防止教室を全校において開催した。

－ － －

　「加賀市いじめ等生徒指導連絡協議会」及び「加賀市いじめの防止等対策委員会」を開催
し、関係機関等の連携を図るとともに、いじめ防止及び早期発見・解決に資する活動に取り組
んだ。
　不登校傾向児童生徒の状況の調査を定期的に行うことにより、児童生徒の状況を把握し、教
育総合支援センター、市子育て支援課、児童相談所等と連携して未然防止や課題解決に取り組
んだ。
　スクールカウンセラーの配置校を全校配置にし、教育相談体制の充実を図った。
　保護者対象の非行被害防止教室や児童生徒対象の薬物乱用防止教室を全校において開催し
た。

事　業　費
予算科目

・
細目名

学校教育研究費
いじめ等生徒指導連

絡協議会
いじめ防止等対策委

員会費用

182

2,160

45

－
　不登校傾向児童生徒の状況の調査を定期的に行うことにより、児童生徒の状況の把握がで
き、関係機関との連携のもと、児童生徒への適切な支援につなげることができた。
　また、スクールカウンセラーによるカウンセリングにより、児童生徒や保護者の不安が軽減
し、不登校の改善につながったという学校からの報告もあった。
　しかし、依然として不登校児童生徒の増加は見られる。今後も状況調査を不登校の対応に活
用できるものとし、SCによる授業や子ども・保護者への紹介を年間通して行うことや、学校及
び関係機関との連携を図りながら取り組みを進めていく。

継　続

数値目標
項　　　目 平成23年度実績

（第1期計画策定時）
平成29年度末実績

（第2期計画1年目）
令和2年度末実績

（現在値）
令和3年度目標

（第2期計画目標値）

－
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基本目標

基本方針

施策名
（事業名）

基本計画にお
ける「施策の
展開」

担　当　課

これまでの
施策の経過

令和２年度
施策の内容

10 1 3 3 1 H30 千円

R元 千円

R2 千円

成果と課題へ
の取組み

評　　価

１　新しい時代を生き抜く力をはぐくむ学校教育の実現

１－(2)豊かな心を育み、健やかな身体と体力の増進に努める

③　キャリア教育の取り組み

・学校の教育活動全体を通じて、計画的・組織的にキャリア教育が実践されるよう
に、各学校に対して「キャリア教育全体計画」の作成を継続していきます。
・キャリア教育を通して、今後の社会に対応できる児童生徒の育成に努めます。
・各中学校で「職場体験活動」を実施し、地域の中での様々な職業体験活動を通し
て、勤労観・職業観の育成を目指します。
・小学校では勤労体験活動を推奨します。水田作りや畑作体験を通して、働くことの
大切さや収穫の喜びを実感し、感謝する心を養います。

教育委員会事務局　学校指導課

　全小中学校において、キャリア教育全体計画を策定した。
　各中学校においては、３日間を基本とした職場体験活動を実施している。
　小学校においては、水田作りや作物の栽培を通して、収穫の喜びや勤労の大切さを
感じさせてきた。

－ － －

　中学校での職場体験は継続的に実施し、勤労の大切さや大変さ、将来の就職につい
て考えさせる取組みを行った。
　令和２年度全面実施の新小学校学習指導要領では、キャリア教育の充実が求められ
ている。そのため、各校へカリキュラム・マネジメントの必要性を周知するととも
に、学校訪問において、キャリア教育の進め方について指導助言を行った。また、小
中高を通して活用するキャリアパスポートの様式等を決定し、各校へ指針を示した。

事　業　費
予算科目

・
細目名

体験教育研究費

266

267

265

－

　どの取組みも定着し、児童生徒のキャリア教育には欠かせないものとなっている。
一方、様々な体験活動がキャリア教育の一端を担っているが、そのキャリアの視点を
児童生徒に意識させ切れずに取り組ませている場面も見られる。
　キャリア教育全体計画をPDCAサイクルのもと見直しも行い、児童生徒の実態に即し
たものにしていく。
　小学校では、中学校と比較して、キャリア教育の必要性に対する意識が低いため、
キャリアパスポートの活用を通しての取組みを推進する。

継　続

数値目標
項　　　目 平成23年度実績

（第1期計画策定時）
平成29年度末実績
（第2期計画1年目）

令和2年度末実績
（現在値）

令和3年度目標
（第2期計画目標値）

－
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基本目標

基本方針

施策名
（事業名）

基本計画にお
ける「施策の
展開」

担　当　課

これまでの
施策の経過

令和２年度
施策の内容

10 2 2 1 1 H30 千円

R元 千円

R2 千円

成果と課題へ
の取組み

評　　価

１　新しい時代を生き抜く力をはぐくむ学校教育の実現

１－(2)豊かな心を育み、健やかな身体と体力の増進に努める

④　宿泊体験学習

・豊かな自然を生かした特色ある体験活動の推進のため、市内のキャンプ場や宿泊施
設の整備と活用を図るとともに、他市の施設とも連携し、自然体験活動プログラムの
充実を図ります。

教育委員会事務局　学校指導課

　市内施設として「県民の森」「百笑の郷」「瀬越キャンプ場」の紹介と市からの補
助についての説明を行い、市内施設の利用を促した。

５０％
（18校中9校）

2１％
（1９校中4校）

５．５％
（1８校中１校）

　令和２年度は、「百笑の郷」において１校実施した。（新型コロナウイルス感染症
の影響のため日帰りでの実施）
　「百笑の郷」においては体験学習内容が充実しており、例年２～３校の実施があ
る。ただし、施設都合上、利用可能人数は50人までとなっている。
　他１６校は県内（小松市）や県外（福井県あわら市）で日帰りで実施した。他１校
は、隔年実施のため、令和２年度は実施していない。

事　業　費
予算科目

・
細目名

児童教育振興費

141

122

32

50%
（18校中9校）

　令和３年度においては、「百笑の里」に２校の希望があった。
　「百笑の里」においては、体験学習内容が充実しており、受け入れが可能である。
「竹の浦館・瀬越キャンプ場」は、施設面・プログラム面に制限があり、利用しにく
い状況である。「大土民家」は、現在、受け入れを行っていない。その他の市内施設
においては、大規模校を受け入れる施設がない。
　今後は、「百笑の里」の受け入れが増えるように、働きかけていく必要がある。

継　続

数値目標
項　　　目 平成23年度実績

（第1期計画策定時）
平成29年度末実績
（第2期計画1年目）

令和２年度末実績
（現在値）

令和3年度目標
（第2期計画目標値）

実施校（市内施設利用）
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基本目標

基本方針

施策名
（事業名）

施策の展開

担　当　課

これまでの
施策の経過

令和２年度
施策の内容

H30 千円

R元 千円

R2 千円

成果と課題へ
の取組み

評　　価

　朝食を摂ることについては、「早ね・早起き・朝ごはん」運動や食育を充実させ
ることによって改善を働きかけてきた。
　体力向上については、各学校で工夫して取組みを進めていたが、新型コロナウイ
ルス感染症の影響で十分な取組みができなかった。また、中学校での部活動におい
ても、活動や大会の制限があり、本来の活動が行えなかった。
　今後も感染症対策を講じた体力向上の取組みを進めていかなければならない。そ
の中で、児童生徒が充実した活動となるよう、工夫・改善を行う必要がある。ま
た、体育の時間や休み時間に運動量を確保し、体力向上につなげていくことが求め
られる

継  続

数値目標
項　　　目 平成23年度実績

（第1期計画策定時）
平成29年度末実績
（第1期計画終了時）

令和2年度末実績
（現在値）

令和3年度目標
（第2期計画目標値）

－ －－ －

事　業　費
予算科目
・

細目名

－

－

－

１　新しい時代を生き抜く力をはぐくむ学校教育の実現

１－(2) 豊かな心を育み、健やかな身体と体力の増進に努める

⑤ 健康な体と体力づくり

・健康の保持増進のため、規則正しい生活習慣の確立を目指し、「早ね・早起き・朝
ごはん」運動を推奨していきます。
・体力の向上を目指し、全ての小中学校において自校課題の改善・克服につながる
「体力アップ1校1プラン」を実施します。
・小学校では「スポチャレいしかわ」に全クラスが取り組むよう働きかけ、また、中
学校ではスポーツ傷害やバーンアウトの予防の観点、生徒のバランスがとれた生活と
成長の確保の観点なども踏まえ部活動を推奨します。

教育委員会事務局　学校指導課

　朝食に関しては、PTAとも協力しながら各学校において調査し、その調査をもとに食
育を進めてきた。
　体力・運動能力調査を継続的に実施し、体力向上の方策について検討してきた。

－

　各小中学校において体力の現状や課題把握を行い、「体力アップ1校1プラン」にお
いて目標数値を掲げて取組みを図った。「スポチャレいしかわ」には、積極的な参加
が行われるよう周知を行い、全小学校が参加した。
　新型コロナウイルス感染症対策のため、全国体力・運動能力、運動習慣等調査、県
の体力調査は行われなった。また、感染症対策のもとでの体力向上の取組みや体育の
授業となり、運動の行い方に制限があった。
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基本目標

基本方針

施策名
（事業名）

基本計画にお
ける「施策の
展開」

担　当　課

これまでの
施策の経過

令和２年度
施策の内容

10 2 2 1 1 H30 千円
10 3 2 1 1 R元 千円
10 2 2 1 6 R2 千円
10 3 2 1 7

成果と課題へ
の取組み

評　　価

62,067

１　新しい時代を生き抜く力をはぐくむ学校教育の実現

１－(2)豊かな心を育み、健やかな身体と体力の増進に努める

⑥　特別支援教育の充実

・教育、医療、保健、福祉、労働の関係者で組織される「教育支援委員会」、「こども育
成支援会議」、「早期療育検討会」等により、関係機関をつなぐネットワークの構築、切
れ目のない支援を図っていきます。
・平成28年4月から施行された「障害を理由とする差別の解消の推進に関する法律」に基づ
き、要支援児童生徒に対し、その状況に応じて「合理的配慮」の提供及び「基礎的環境整
備」の充実を図ります。
・早期からの支援に向けた相談支援ファイル「すこやか手帳」の活用を継続し、その活用
を啓発していきます。また、小中学校においては、要支援児童生徒について「個別の教育
支援計画」及び「個別の指導計画」を作成、活用し、関係機関と連携しながら、誕生から
就労までの一貫した支援の充実を図ります。
・通常学級に在籍する児童の中で支援を必要とする子どもたちのために、通級指導教室
「ことばの教室、まなびの教室」を有効に活用し、専門的な支援を拡充します。
・教職員に対する特別支援教育の理解を深めるため、特別支援学校専門相談員の活用によ
る校内研修会を促進したり、講演会を開催したりしていきます。
・就学については、幼稚園・保育園・認定こども園、小中学校、子育て支援課、健康課、
ふれあい福祉課、錦城特別支援学校と連携し、情報の共有化を図りながら、一人ひとりの
教育的ニーズに応じた適切な指導や必要な支援を行えるように、就学相談等の充実を図り
ます。また、本人・保護者の意見を最大限尊重し、一人ひとりの教育的ニーズに応じた適
切な指導や必要な支援について保護者と合意形成を図りながら、就学相談を実施します。
・通常学級において支援の必要な児童生徒にきめ細かく対応するために、特別支援教育支
援員（教育支援員）の配置を充実していきます。
・特別支援学級担任、特別支援教育コーディネーター、特別支援教育支援員（教育支援
員）の質の向上を目指し、研修会、講演会を開催していきます。

教育委員会事務局　学校指導課

　相談支援ファイル「すこやか手帳」を３歳児健診時に全保護者へ配布し、すべての子ど
もたちに対し、一貫した支援がなされるよう取り組んだ。
　県立錦城特別支援学校との連携を深め、各小中学校において、特別支援教育に関する専
門的知識が活用できるよう取り組んだ。

－ － －

　こども育成相談センター、子育て支援課と連携し、保育園訪問や園長会を通じて就学に
向けた小学校との円滑な接続を目指した。また保育園に幼児の実態調査を依頼し、小学校
との情報共有に努めた
　「すこやか手帳」から全県共通の「ライフブック」の活用を健康課・子育て支援課で進
めている。

事　業　費
予算科目

・
細目名

児童教育振興費
生徒教育振興費

49,370

59,087

－

　各関係機関と連携して、教育相談や就学相談に取り組み、特別支援教育の充実に努め
た。担当者だけではなく、教職員全体に特別支援教育の研修等を実施し、子どもたち一人
一人のニーズに対応していけるようにすることが求められる。

継　続

数値目標
項　　　目 平成23年度実績

（第1期計画策定時）
平成29年度末実績
（第2期計画1年目）

令和2年度末実績
（現在値）

令和3年度目標
（第2期計画目標値）

－
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基本目標

基本方針

施策名
（事業名）

基本計画にお
ける「施策の
展開」

担　当　課

これまでの
施策の経過

令和２年度
施策の内容

H30 千円

R元 千円

R2 千円

成果と課題へ
の取組み

評　　価

１　新しい時代を生き抜く力をはぐくむ学校教育の実現

１－(2)豊かな心を育み、健やかな身体と体力の増進に努める

⑦　幼保・小・中・高の連携

・幼児と児童の交流の場、幼稚園・保育園と小学校の合同での授業研究の場を設ける
等、相互理解を深めるように努め、連携の強化を図ります。
・学校種間の緊密な連携を推進するために、地区ごとに子ども理解の会を開催するよ
うに呼びかけていきます。
・小中連絡協議会の開催や授業公開により、校種間の連携の強化を進めます。

教育委員会事務局　学校指導課

　小中学校での授業公開や中高等学校での授業公開を展開した。また、中高連絡協議
会、各校区での小中連絡協議会を開催し、校種間の連携強化を図った。

－ － －

　新型コロナウイルス感染症の影響で、各校種間の交流に制限があった。そのような
状況の中ではあったが、工夫して幼保小中の連携が行われた。
　幼保小の連携については、児童の状況に関して引継ぎを充実させることを校長会で
指示した。

事　業　費
予算科目

・
細目名

－

－

－

－

　こども育成相談センター、子育て支援課と協力し、園長会や校長会で幼保小の連携
についてその都度周知を図った。連携強化の意識は高まった。
　幼保小中の連携については、切れ目のない支援や円滑な接続となるよう、子ども同
士の交流や教職員同士の交流を充実させることが求められる。また、小学生のスター
トカリキュラムの充実を図っていく必要がある。

継　続

数値目標
項　　　目 平成23年度実績

（第1期計画策定時）
平成29年度末実績
（第2期計画1年目）

令和２年度末実績
（現在値）

令和3年度目標
（第2期計画目標値）

－
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基本目標

基本方針

施策名
（事業名）

基本計画にお
ける「施策の
展開」

担　当　課

これまでの
施策の経過

令和２年度
施策の内容

H30 千円

R元 千円

R2 千円

成果と課題へ
の取組み

評　　価

１　新しい時代を生き抜く力をはぐくむ学校教育の実現

１－(3) 学校組織マネジメントの推進と教職員の資質向上に努める

① 学校評価・保護者アンケートの活用

・学校評価、保護者アンケートを適切に行い、PDCAサイクル（計画(Plan)-実施
(Do)-点検(Check)-改善(Action)）に則り学校運営の改善を図ります。
・学校便りやホームページを活用して、評価結果の積極的な情報公開を行い、家
庭・地域との連携協力を推進します。

教育委員会事務局　学校指導課

　学校評価計画書の共通項目を定めて、加賀市として統一した取組みを推進した。
　児童生徒アンケート、保護者アンケートの共通質問項目を定め集約して集計分析を
行い、市全体として傾向を把握し学校に伝えた。また、各学校における経年比較等を
行った資料を提供した。

－

　学校評価アンケートを７月と１２月に実施し、市全体としての傾向を把握した。ま
た、1学期から2学期にかけての変容を分析し、市全体の課題を明確にし改善策を示し
た。
　学校評価計画書において、重点項目を明確にするように指示した。重点項目におい
ては、学校訪問等で学校から説明する場を設けた。
学校訪問において学校評価の実施状況を把握し必要に応じて指導助言した。
　児童生徒アンケートと学力調査の結果をクロス集計し、各学校に提供した。その資
料を各学校において自校の分析に活用した。

１００％ １００％

事　業　費
予算科目
・

細目名

－

－

－

　PDCAサイクルによる学校評価システムは、全ての学校に定着している。また、学
力向上ロードマップに学校評価を位置づけて、検証の一助としている。今後は、課
題を明確にし、それに対するスピード感のある改善策が講じられるように支援して
いく。
　学校評価の結果については、全ての学校が学校だよりやホームページ等で学校評
価結果を公開している。今後は、家庭や地域との連携を推進するためにも、一方的
な発信ではなく双方向の発信となるように指導・助言していく。また、積極的に家
庭や地域と連携を図るためにも情報公開が進むように支援していく。
　令和３年度には、GIGAスクール構想で変化する学校環境を有効に活用できている
か、学力向上に向けた授業改善がなされているかの視点で、児童生徒へのアンケー
ト内容を変更する。

継  続

数値目標

項　　　目 平成23年度実績
（第1期計画策定時）

平成29年度末実績
（第2期計画1年目）

令和2年度末実績
（現在値）

令和3年度目標
（第2期計画目標値）

学校だよりHP等での情報公開 １００％
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基本目標

基本方針

施策名
（事業名）

基本計画にお
ける「施策の
展開」

担　当　課

これまでの
施策の経過

令和２年度
施策の内容

H30 千円

R元 千円

R2 千円

成果と課題へ
の取組み

評　　価

１　新しい時代を生き抜く力をはぐくむ学校教育の実現

１－(3)学校組織マネジメントの推進と教職員の資質向上に努める

②　学校組織の機能化

・校長の学校経営計画や適切なカリキュラム・マネジメントに基づき、各主任等が連
携をとり、機能的な校務分掌を組織します。
・学校運営に関わる時間や児童生徒と向き合う時間を確保するために、市教育委員会
主催の研修会の精選、会議や行事等の見直し、調査・報告書等の見直しに取り組みま
す。

教育委員会事務局　学校指導課

　企画運営委員会を実施し、管理職・主任間の連携をとり、学校経営の円滑化を図っ
ている。増加している若手教員を、校内で育成していくために、各校において「若手
教員早期育成プログラム」を計画し、校内研修等を組織的に実施し、人材育成に努め
ている。

－ － －

　経験不足等による若手教員の長時間勤務が懸念されるなか、管理職や中堅・ベテラ
ン教員が若手教員の困り感に寄り添い、若手教員のスキル向上に取り組み、時間外勤
務時間の削減を図りつつ、質を落とさない教育の工夫が各校で実施された。
　市教育委員会は、先進的な取組の紹介、指導・助言等をとおして、学校組織の機能
化を促進した。

事　業　費
予算科目

・
細目名

－

－

－

－

　「チーム学校」として、管理職だけでなく教職員が組織的・積極的に学校運営に参
画する学校が増えてきた。また、すべての学校で「若手教員早期育成プログラム」の
校内研修が計画的に実施されている。
　市教育委員会主催の研修会の在り方も大幅に見直し、夏季休業中の研修会を中心に
精選することができた。
　新学習指導要領の完全実施のための教材研究、不登校やいじめなどの生徒指導対
応、保護者対応等、教職員の多忙化につながる要素は少なくない。学校のマネジメン
ト機能を高め、より組織的、機能的、そして効率的な学校運営の推進を図ることによ
り、業務改善に努める。
　ＧＩＧＡスクール推進教師を位置づけ、令和の日本型学校教育の実現に向けて組織
を強化する。

継　続

数値目標
項　　　目 平成23年度実績

（第1期計画策定時）
平成29年度末実績
（第2期計画1年目）

令和2年度末実績
（現在値）

令和3年度目標
（第2期計画目標値）

－
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